
 1 

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
０

８
回
 

公
益

公
益

公
益

公
益
財
団

財
団

財
団

財
団
法
人

法
人

法
人

法
人
・・ ・・
社
会
貢
献
支
援
財
団

社
会
貢
献
支
援
財
団

社
会
貢
献
支
援
財
団

社
会
貢
献
支
援
財
団
のの のの
 

第第 第第
４
７

４
７

４
７

４
７
回
社
会
貢
献
者

回
社
会
貢
献
者

回
社
会
貢
献
者

回
社
会
貢
献
者
表
彰
式
典

表
彰
式
典

表
彰
式
典

表
彰
式
典
 

 

◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

１
１

月
２

７
日

(
日

)
～

２
８

日
(
月

)
 

 

◇
参

加
者

；
山

上
皓

一
郎

、
川

島
 

功
、

沖
﨑

吉
信

、
梶

野
照

雄
、

 

伊
賀

敷
洋

一
・

晴
江

ご
夫

妻
(
２

８
日

)
。

 
 

 
 

６
名

。
 

 
 

 
 

 

 社
会

貢
献

者
表

彰
と

は
、
広

く
社

会
の

た
め

に
、
困

難
な

状
況

の
中

で
黙

々

と
努

力
し

、
人

々
の

安
寧

と
幸

福
の

た
め

に
尽

く
さ

れ
て

、
顕

著
な

功
績

を

あ
げ

な
が

ら
報

わ
れ

る
機

会
の

少
な

い
方

々
の

、
そ

の
功

績
に

感
謝

し
労

い

活
動

を
支

援
す

る
表

彰
で

す
。
 

こ
の

度
、

昨
年

玉
岡

憲
明

氏
の

緑
綬

褒
章

で
ご

尽
力

頂
い

た
和

歌
山

県
か

ら
の

推
薦

で
選

考
書

類
を

提
出

し
て

頂
き

、
８

月
０

９
日

に
社

会
貢

献
支

援

財
団

の
天

城
 

一
専

務
理

事
が

、
行

仙
宿

へ
審

査
下

見
に

来
宿

来
新

さ
れ

ま

し
た

。
 

財
団

か
ら

９
月

５
日

付
け

で
受

賞
決

定
の

通
知

が
あ

り
、

１
０

月
２

６
日

推
薦

し
た

和
歌

山
県

か
ら

受
賞

発
表

が
あ

り
、
地

元
紙

に
受

賞
が

報
じ

ら
れ

、

１
１

月
４

日
に

社
会

貢
献

支
援

財
団

が
正

式
に

１
７

３
件

か
ら

７
９

件
の

受

賞
が

決
ま

り
、「

社
会

貢
献

の
功

績
」
団

体
３

６
件

、
個

人
１

５
件

の
計

５
１

件
の

受
賞

者
が

発
表

さ
れ

ま
し

た
。
尚

、「
人

名
救

助
の

功
績

」
と
「

社
会

貢

献
の

功
績

で
海

外
に

関
わ

る
」

２
８

件
は

、
来

年
７

月
に

表
彰

。
  

受
賞

者
は

、
帝

国
ホ

テ
ル

東
京

・
孔

雀
の

間
で

執
り

行
わ

れ
る

２
７

日
１

８
時

か
ら

の
受

賞
者

懇
談

会
、
２

８
日

の
表

彰
式

典
に

出
席

す
る

こ
と

な
る

。 

出
席

に
あ

た
り

、
一

受
賞

４
名

分
の

帝
国

ホ
テ

ル
宿

泊
費

・
旅

費
は

、
財

団
が

全
額

負
担

。
式

典
の

み
参

加
の

招
待

者
は

、
一

受
賞

者
に

つ
き

３
０

名

ま
で

参
加

可
能
( 負

担
無
) で

、
９

月
末

ま
で

事
前

報
告

し
招

待
状

が
発

送
さ

れ
る

。
 

玉
岡

さ
ん

に
是

非
参

加
し

て
欲

し
い

と
お

願
い

し
た

が
、

体
調

の
不

安
か

ら
固

辞
さ

れ
、

又
新

宮
地

区
で

世
話

人
等

の
主

だ
っ

た
人

に
表

彰
式

典
へ

の

参
加

要
請

を
し

た
が

断
ら

れ
、

当
ぐ

る
ー

ぷ
か

ら
山

上
・

川
島

・
沖

﨑
・

梶

野
、

招
待

者
と

し
て

神
奈

川
県

大
和
市

の
伊

賀
敷

ご
夫

妻
が

表
彰

式
典

に
参

加
す

る
事

に
な

る
。
 

 
１

１
１

１
１

１
１

１
月月 月月

２
７

２
７

２
７

２
７

日日 日日
(( (( 日日 日日

)) ))     
１

８
１

８
１

８
１

８
時時 時時

～～ ～～
    

受
賞

者
懇

談
会

受
賞

者
懇

談
会

受
賞

者
懇

談
会

受
賞

者
懇

談
会

    

新
宮

発
９

時
１

３
分

発
の

列
車

に
乗

り
、

名
古

屋
(新

幹
線

)で
梶

野
氏

と
合

流
し

、
東

京
駅

１
４

時
３

３
分

着
。

山
の

手
線

に
乗

換
え

有
楽

町
駅

で
降

り
、

雨

も
降

っ
て

い
な

く
帝

国
ホ

テ
ル

東
京

ま
で

３
０

０
ｍ
程

歩
き

１
５

時
着

。
 

帝
国

ホ
テ

ル
の

フ
ロ

ン
ト

前
に

は
、

も
う

受
賞

者
懇

談
会

へ
の

出
席

者
が

並
ん

で

い
る

、
沖

﨑
氏

も
並

ん
で

手
続

き
を

終
え

、
帝

国
ホ

テ
ル

客
室

タ
ワ

ー
の

２
１

階
ツ

イ
ン

ル
ー

ム
に

は
、

喫
煙

の
沖

﨑
・
梶

野
、

非
喫

煙
の

山
上

・
川

島
に

分
か

れ
て

１
５

時
半

頃
に

各
ル

ー
ム

に
入

る
。

 

 
 

 
 

 

帝
国

ホ
テ

ル
正

面
玄

関
 

正
面

玄
関

フ
ロ

ア
ー

 
 

フ
ロ

ン
ト

で
宿

泊
手

続
き

 

 １
６

時
半

か
ら

表
彰

状
授

与
の

登
壇

者
川

島
は

、
式

典
当

日
会

場
ス

ク
リ

ー
ン

に
投

影
す

る
顔

写
真

撮
影

の
た

め
、

本
館

５
階

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

Ａ
に

行
く

。
 

撮
影

待
ち

の
方

は
二

人
で

、
程

な
く

正
面

・
左

右
半

身
か

ら
、

パ
チ

パ
チ

と
何

枚
も

撮
ら

れ
た

が
、

１
０

分
程

で
沖

﨑
・
梶

野
氏

の
ル

ー
ム

に
戻

り
集

ま
る

。
 

梶
野

氏
は

、
付

近
散

策
と

言
っ

て
出

か
け

た
が

、
雨

が
降

っ
て

来
た

と
戻

る
。
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１
７

時
を

過
ぎ

る
と

、
沖

﨑
氏

の
ル

ー
ム

(2
1
1
6
)か

ら
は

、
点

灯
し

た
東

京
タ

ワ

ー
が

一
層

良
く

見
え

る
様

に
な

る
。

 

 
 

 

東
京

タ
ワ

ー
背

景
に

 
 

懇
談

会
会

場
に

着
席

 
 

天
城

一
専

務
理

事
の

挨
拶

 

 １
７

時
半
過
ぎ

に
部
屋

を
出

て
、
今
後

泊
る

事
の

な
い

ホ
テ

ル
内

を
見

て

歩
き

、
１

８
時

か
ら
本
館

２
階

・
孔

雀
の

間
西

で
受

付
を
済

ま
せ

、
テ

ー
ブ

ル
⑫

に
着

席
、
同

じ
テ

ー
ブ

ル
に
「

大
山

の
頂

上
を
保
護

す
る

会
(
鳥
取

県
)
」

が
同

席
。
⑱

テ
ー
ブ

ル
約

１
５

０
名

が
参

席
し

た
。

 

１
８

時
３

０
分

か
ら

社
会

貢
献

支
財

団
の

天
城

一
専

務
理

事
の
挨
拶
後

、

各
受

賞
者

は
、
１

分
以
内

で
自
己
紹
介

す
る
様

に
事

前
連
絡

さ
れ

て
い

る
が

、

い
ざ

発
表

す
る

と
守

ら
れ
ず

時
間

が
過
ぎ

、
空
腹
も
重

な
り
愚
痴

の
一

つ
も

出
て

来
る

。
 

３
５
番

の
当

ぐ
る

ー
ぷ

は
、「
私
達

は
、
和

歌
山

県
新

宮
市

で
昭

和
４

９
年

に
山山 山山
をを をを
歩歩 歩歩
い
て

い
て

い
て

い
て
自
然

自
然

自
然

自
然
にに にに
親親 親親
し
み

し
み

し
み

し
み
、、 、、
体
験

体
験

体
験

体
験
をを をを
通通 通通
し
て
モ
ノ
を

し
て
モ
ノ
を

し
て
モ
ノ
を

し
て
モ
ノ
を
考考 考考
え
よ
う

え
よ
う

え
よ
う

え
よ
う

と
い
う

趣
旨

で
発
足

し
、
現
在

、
会
員
数
約

５
０

名
の
自
然
保
護

団
体

で
す

。
 

紀
伊
半

島
を
縦

断
す

る
大
峯

山
脈
南
部

が
藪

に
覆

わ
れ

て
い

て
、
昭

和
５

９
年

か
ら

大
峯
南
奥
駈
道

大
峯
南
奥
駈
道

大
峯
南
奥
駈
道

大
峯
南
奥
駈
道
を
よ
み
が
え
ら
せ

を
よ
み
が
え
ら
せ

を
よ
み
が
え
ら
せ

を
よ
み
が
え
ら
せ
、、 、、
後
世

後
世

後
世

後
世
にに にに
伝伝 伝伝
え
よ
う

え
よ
う

え
よ
う

え
よ
う

と
約

４
５

㎞
の
尾
根
道

を
刈
拓

き
、

安
全

に
歩

け
る
よ
う

山
小
屋

３
棟

を
建

て
管

理
す

る
と
共

に
、
自
然
環
境

・
文
化
的
景
観

の
保
護

・
保

全
に

、
こ

れ
ま

で
３

２

年
に

わ
た

り
1
6
0
0
回
以

上
の
環
境
整
備

に
取
組

ん
で

来
ま

し
た

。
今
後

と
も

宜
し

く
お

願
い

し
ま

す
」

と
自
己
紹
介

し
た

。
 

５
１

件
の

発
表

を
終
え

、
夕
食

会
(
バ
イ
キ
ン
グ

)
は

１
５

分
遅

れ
の

１
９

時
４

５
分

か
ら
乾
杯

で
開
宴

と
な

っ
た

。
今
後

は
、
鈴

で
１

分
オ

ー
バ

ー
１

鈴
、

１
分
半

で
２
鈴

と
合
図

す
る
べ

き
だ

と
思

っ
た

。
 

 
 

 

大
山

の
頂

上
を

保
護

す
る

会
と

 
天

城
専

務
理

事
と

写
す

 
有

楽
町

駅
ガ

ー
ド

下
に

て
 

 同
席

し
た
「

大
山

の
頂

上
を
保
護

す
る

会
」
の

方
達

と
名
刺
交
換

し
て
「

大

山
へ

行
く

わ
！

」
「

お
お

来
て
！

」
「
南
奥
駈
道

へ
来

て
よ
！

」
な
ど

と
懇
親

を
深

め
る

こ
と

が
出

来
た

。
翌

日
「

大
山

」
の
本

を
贈
呈

さ
れ

た
。

 

２
０

時
３

０
分

に
終
了

と
な

り
、
帰

り
際

に
天

城
専

務
理

事
と

お
逢

い
出

来
、
お
礼

と
再

会
を
祝

し
て
記
念
撮
影

。
(
天

城
様

に
４

０
年

の
記
録
誌
謹
呈

)
 

部
屋

の
缶
ビ

ー
ル

は
７

０
０
円

と
高

額
で

２
１

時
前

で
あ

り
、

地
下

の
食

事
街

に
行

く
と

、
「

な
だ
万

」
「

吉
兆

」
な
ど

の
高
級
店

が
多

く
、
我

々
の
身

で
は
入

れ
な

い
、

地
上

に
戻

る
と
小
雨

が
降

っ
て

い
る

。
 

ホ
テ

ル
裏
側

に
出

る
と

、
赤

提
灯

が
見
え

そ
こ

へ
行

く
と

、
有
楽
町
駅
ガ

ー
ド

下
の
飲

み
屋
ス
ト
リ

ー
ト

で
、

そ
こ

の
一
軒

で
二
次

会
と

な
る

。
 

日
曜

日
で
混
雑

し
て

い
て

外
人
客

が
結
構

来
て

い
る

。
だ

が
我

々
正
装
組

は
浮

い
て

い
る
様

に
思
え

た
、
共
同
ト
イ
レ

に
行

き
戻

る
の

に
一
苦

労
だ

。
 

帰
り

間
際

に
注
文

し
た

「
だ

し
巻

き
卵
焼

き
」

が
遅

れ
て

出
て

く
る

、
沖

﨑
氏

の
裏

の
席

に
若

い
女
性

３
人

と
男
性

外
人

１
人
組

が
座

り
「
良

か
っ

た
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ら
食
べ

て
」

と
差

し
入

れ
。
熊

野
三

山
や
那
智

の
滝
周
辺

か
ら

来
た

と
言

っ

て
も

知
ら

な
い

で
は

話
し

が
弾

ま
な

い
・

・
。

１
０

時
３

０
分

に
部
屋

に
戻

り
バ
タ
ン

き
ゅ

ー
と
就
寝

。
 

 

１
１

１
１

１
１

１
１
月月 月月
２
８

２
８

２
８

２
８
日日 日日
( 月月 月月

)  
 

 
 

 
 

 
 
社
会
貢
献
者
表
彰
式
典

社
会
貢
献
者
表
彰
式
典

社
会
貢
献
者
表
彰
式
典

社
会
貢
献
者
表
彰
式
典
 

朝
７

時
か

ら
朝
食

と
決

め
て

い
た

の
で

６
時
頃

に
起

き
る

。
 

朝
食

は
３
ヵ
所

で
在

り
、
本
館

８
階

の
和

洋
食
バ
イ
キ
ン
グ

か
「

な
だ
万

」

和
定
食

の
ど
ち

ら
か

で
あ

り
、

昨
夜
入

れ
な

か
っ

た
「

な
だ
万

」
へ

。
 

７
時

に
店

の
前

へ
行

く
と
入
店

待
ち

だ
！

 
３

０
分

待
つ

そ
う

だ
、
ど
う

す
る

・
・

・
、

待
ち
リ
ス
ト

に
名

前
を

書
い

た
。

５
分
程

で
店
内

に
入

れ
食

事
が

出
来

た
。
( メ
ニ
ュ

ー
に

は
3
,4
0
0
円
) 

受
賞
登
壇

者
は

、
８

時
１

５
分
厳
守

で
本
館

２
階

・
孔

雀
の

間
で

の
式

典

リ
ハ

ー
サ

ル
、
集
合
写
真

、
個
別

の
記
念
撮
影
( 屏
風

前
で
) が

あ
る

。
 

個
別
記
念
撮
影

で
は

、
皆

で
撮
影

可
と

の
こ

と
か

ら
、
後

で
来

て
一
緒

に

撮
ろ
う

と
言

っ
た

が
、
何

時
か
判

ら
ず

９
時
半
頃

に
受

付
す

る
と
部
屋

へ
。
    
 

式
典
リ
ハ

ー
サ

ル
は

、
登
壇

し
賞

状
を
拝

受
し

１
３

人
が
後
ろ

に
整
列

し
、

拍
手

で
お

辞
儀

を
し

て
壇

上
か

ら
降

り
る
繰
返

し
が

４
回

あ
る

が
、

３
回
目

に
登
壇

し
て

式
典
リ
ハ

ー
サ

ル
後

、
個
別

の
記
念
撮
影
場
所

の
孔

雀
の

間
前

の
金
屏
風

前
で
撮
影

、
多

く
の

受
賞

者
は
同
伴

者
と
撮
影

さ
れ

て
い

た
。

 

 
 

 

「
な

だ
万

」
朝

食
 

 
 

受
賞

者
集

合
写

真
 

 
 

 
式

典
控

室
に

て
 

９
時

２
０
頃
よ

り
安
倍
内
閣
総

理
大
臣

夫
人

・
安
倍
昭
恵

会
長
も
同

席
し

て
集
合
写
真
撮
影

と
な

り
、

当
ぐ

る
ー

ぷ
３

人
も

受
付

を
済

ま
せ
集
合
写
真

を
撮

っ
て

下
さ

る
。

そ
の
後
ス
タ
ン
バ
イ

。
 

１
０

時
前

に
な

り
伊

賀
敷

ご
夫

妻
も

来
場

さ
れ

、
金
屏
風

前
で

当
ぐ

る
ぷ

参
加

者
の
記
念
撮
影

。
 

１
０

時
１

５
ま

で
控
え
室

で
待

機
。
１

０
時

３
０

分
よ

り
表

彰
式

が
開

式
。
 

受
賞

者
は

、
舞
台
袖
よ

り
１

３
人
ず

つ
登
壇
整
列

し
、
拍
手

で
お

辞
儀

を

し
て
指

定
椅
子

に
座

る
。

 

表
彰

式
典

は
、
内
閣
府

、
総

務
省

・
外

務
省

・
文
部
科
学
省

な
ど

の
後

援

の
下

、
約

６
０

０
名

が
参

席
し

、
式

典
次

第
に
よ

り
安
倍
昭
恵

会
長

の
挨
拶

、

「
瑤
子
女
王
殿

下
お

こ
と
ば

」
に

な
っ

て
い

ま
し

た
が

、
三
笠

宮
家

は
喪

に

服
さ

れ
て

い
て

ご
欠

席
、
内
館
牧
子

表
彰

選
考
委
員
長
よ

り
厳

正
な

審
査
経

過
等

の
挨
拶
後

、
各

受
賞

者
が
登
壇

し
て

安
倍
昭
恵

会
長
よ

り
表

彰
状
授
与

並
び

に
副

賞
の

日
本

財
団

賞
５

０
万
円

の
贈
呈

(
当

日
、
口
座
振
込

)
を

受
け

ま
し

た
。

 

表
彰

状
授
与

の
時

に
は

、
登
壇

者
の
顔
写
真
及
び

提
供

し
た

活
動
写
真

(
行

仙
岳
北
面
段
差
修
復

、
熊

野
修
験
接

待
等

の
写
真

)
が
ス
ク
リ

ー
ン

に
投

影
さ

れ
た

。
 

 
 

 

当
ぐ

る
ー

ぷ
参

加
者

 
 

安
倍

昭
恵

会
長

挨
拶

 
 

内
館

牧
子

選
考

委
員

長
挨

拶
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安
倍

昭
恵

会
長

よ
り

当
ぐ

る
ー

ぷ
に

表
彰

状
授

与
 

 
賞

状
授

与
後

の
で

整
列

 

 

１
２

時
１

０
頃

に
式

典
が
終
了

し
た

。
祝

賀
会
入
場

前
に
控
え

て
い

る
と

、

「
受

賞
お

め
で

と
う

ご
ざ

い
ま

す
」

と
言
葉

を
掛

け
ら

れ
、

名
刺

か
ら

和
歌

山
県

東
京

事
務
所
長

の
田
嶋
久
嗣
様

か
ら

で
し

た
。
む

し
ろ

、
こ

の
度

の
受

賞
は

、
和

歌
山

県
か

ら
推

薦
の

選
考

書
類

を
提

出
し

て
下

さ
っ

た
お
陰

で
あ

り
、

こ
ち

ら
が
御
礼
申

し
上

げ
な

け
れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。
本

当
に
有

難
う

ご

ざ
い

ま
し

た
。

 

１
２

時
４

０
分
よ

り
祝

賀
会

と
な

り
、

受
賞

者
は
拍
手

に
迎
え

ら
れ

て
入

場
し
壇

上
の
周

り
に
集

ま
る

。
来
賓

の
日
本

財
団

・
笹

川
陽

平
会
長

の
祝

辞

と
乾
杯

の
ご

発
声

で
開
宴

し
た

。
 

 
 

 

笹
川

陽
平

会
長

の
祝

辞
 

 
 

 
 

 
 

祝
賀

会
会

場
に

て
 

 
 

 
 

安
倍

昭
恵

会
長

と
記

念
撮

影
 

田
中

さ
ん

か
ら

花
束

贈
呈

 
 

表
彰

状
を

囲
ん

で
 

 祝
宴

会
場

へ
熊

野
修
験

参
加

の
六
本
木

に
お
住

ま
い

の
映
画
監
督

・
田

中

千
世
子

さ
ん

が
、

新
聞

で
受

賞
を

知
っ

た
と

、
花
束

を
持

参
し

て
お
祝

に
馳

せ
参

じ
て

山
上

さ
ん

に
贈
呈

し
て

下
さ

る
。

 

安
倍
昭
恵

会
長

を
囲

ん
で

の
記
念
撮
影

は
、
順
番
制

で
長
蛇

の
列

に
な

り

あ
き

ら
め

て
い

た
が

、
列
も

少
な

く
な

り
並

ん
で

当
ぐ

る
ー

ぷ
と

の
記
念
撮

影
を

さ
せ

て
頂

き
、
気
軽

に
名
刺
交
換

さ
せ

て
頂

い
た

。
 

会
長

は
、
略
祝

賀
会

が
終

わ
る

ま
で

、
参

加
者

の
要
望

に
応
え

て
撮
影

に

協
力

さ
れ

て
お

り
、
驚

き
と

と
も

に
感
嘆

し
た

。
 

１
３

時
４

０
頃

に
流

れ
解
散

と
な

り
、

受
付

で
賞

状
・

な
だ
万

の
赤
飯
弁

当
・
紅
白

の
上
用
饅
頭

２
ヶ
入

り
箱

を
４

名
分

頂
い

た
。

 

賞
状

を
囲

ん
で
屏
風

前
で
記
念
撮
影

を
済

ま
せ

、
伊

賀
敷

さ
ん

の
ご
案
内

で
日
本
橋

・
高

島
屋

へ
タ
ク
シ

ー
で
移

動
し

、
帰
宅

新
幹
線

時
刻

調
整

に
コ

ー
ヒ

ー
等

に
て

談
笑

。
 

こ
の
高

島
屋

の
建
物

は
重

要
文
化

財
だ

そ
う

で
、
エ
レ
ベ

ー
タ

ー
ガ

ー
ル

の
案
内
係

が
就

い
て

い
て

大
都

会
を
痛

感
す

る
。

 

東
京
駅

ま
で
歩

い
て
誘
導

し
て

頂
き

、
１

６
時

１
０

分
伊

賀
敷

ご
夫

妻
と

別
れ

た
。

 

東
京

発
１

６
時

４
０

発
の

新
幹
線

に
乗

り
、

２
３

時
２

３
分

無
事
帰

新
。
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最
後

に
、
こ

の
度

、
格

式
と
栄
え

あ
る

社
会

貢
献

者
表

彰
受

賞
に
よ

っ
て

、

当
ぐ

る
ー

ぷ
の
永

年
の

地
道

な
活

動
が
高

く
評
価

さ
れ

る
と
共

に
広

く
認

知

さ
れ

、
ま

た
昭

和
４

６
年

か
ら

の
受

賞
者
リ
ス
ト

に
名

を
連
ね

る
事

に
な

り
、

光
栄

な
事

で
あ

り
大
変
嬉

し
く

、
今
後

の
活

動
の
励

み
に

な
り

ま
し

た
。

 

は
か

ら
ず
も

表
彰

に
登
壇

さ
せ

て
頂

く
事

に
な

り
、
ひ

と
え

に
こ

れ
ま

で

玉
岡

憲
明

前
世

話
人
代

表
並
び

に
先
輩
諸
兄

が
南
奥
駈
道

の
道
普

請
に
汗
水

を
流

し
奉
仕
協

力
し

て
下

さ
っ

た
お
陰

で
あ

り
、
衷
心
よ

り
御
礼

と
感

謝
を

申
し

上
げ

ま
す

。
 

又
、

伊
賀

敷
ご

夫
妻

に
は

、
多
忙

の
な

か
一

日
お

付
き
合

い
下

さ
り

、
本

当
に

あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
(
写
真

；
山

上
・

梶
野

・
川

島
。

 
 
記

；
川

島
)
 

              


